


















平成 2年度に実施した「超未熟児の周産期管理と予後に関する調査」結果に基づき,本年度

はさらに前回の調査対象症例の予後を中心に第 2 次調査を施行し,超未熟児の予後から今

日の周産期医療システムの問題点をより明らかとし,周産期医療システム整備のための方

略を検討した。 


